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３月４日、地本は、株式会社エムティーとの団体交渉の早期開催を求めて大阪府労
働委員会へあっせんを申請しました。
会社は「５４歳原則出向」を利用して東海労組合員を職場から放逐するために出向

に出しました。新幹線関西地本の組織部長である西組合員は出向前の面談時から出向
に同意しない意思表示を明らかにしていましたが、会社は本人の意向を無視し強制出
向させました。

出向先会社のエムティーの八尋勇社長は、「うちは団体交渉なんかはしない」と西
組合員に脅しとも言えるセリフを吐きました。さらに地本が申し入れた団体交渉の書

面を見ると八尋大輔副社長が「出向を解除したい」「ＪＲ東海に申し出る」と信じら
れない言葉を西組合員に浴びせたのです。私たちは労働組合に保障された権利を否定
し、西組合員に対する人道上許されない言葉を吐くエムティー経営陣を許すわけには
いきません。また、このような、人を大事にしないいい加減な会社へ出向を命じた会
社も許せません。

地本は、エムティーとの団体交渉を求めて、１月２４日と２月２１日に２度の申し
入れをしました。しかし、未だに団体交渉の日程さえも決まっていません。エムティ
ーの団交責任者の西村専務は、組合に対して「ウソ」「ゴマカシ」を言い続けて誠意

ある交渉をしようとはしてません。団交を開催すると何か困ることでもあるのでしょ
うか。自分たちにやましい事があるから団交をやりたくないのでしょうか。「警備会
社」としての業務をしている会社であるなら誠実に真面目に対応してもらいたいもの
です。もしかしたら「警備」は表向きで本当は、労基法に違反した労働条件の下で労
働者の人権や弾圧をしている「違法」会社なのかもしれません。
私たちはエムティーに一刻も早くあっせんに応じて頂き、団体交渉を開催してもら

いたいです。まともな会社なら逃げたりゴマカシたりせず堂々と対応してもらいたい
です。




